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2017 冬号（第 23号）
2017.12.25 発行
特集
格差社会と生協
争論
こだわる生協、広がる生協

2018 年 9月増刊号
2018.09.25 発行
第 26 回総会記念シンポジウム特集
現代のくらしにおいて、
わたしたちには何ができるのか？
－『無印良品』のあり方と
　　　　　　  仕組みから考える－

　今回の『くらしと協同』は、くらしと協同の研究所に関わる若手
研究者の研究会である「コーポラティブ・ラボ」（愛称：こーぽらぼ）
のメンバーが企画しました。こーぽらぼは、2008 年にくらしと協
同の研究所において、福井県立大学の北川太一先生を座長として発
足した「食の懇話会」を基盤として活動しています。多分野の研究
者が集まっていることから、本号は、ひとつのテーマについてそれ
ぞれの分野から事例を探し、意見を出し合いながら創り上げました。
ひとりではできないことをみんなで成し遂げる、まさに「協同」を
感じた号となりました。（青木美紗）
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「公」から住民主体による「民」への取り組み 2018 春号（第 28号）
2019.03.25 発行
特集
創り、支え、広げる「わたしたち」のくらし
争論
現代社会、そして生協にとっての民主主義とは？

2018 春号（第 24号）
2018.03.25 発行
特集
「やりがい」を感じることができる
職場を考える
座談会
「協同組合役職員」を実感する機会とは

2018 夏号（第 25号）
2018.06.25 発行
特集
組合員を惹きつける生協の「編集」
争論
「食」の魅力を伝えるカタログの底力

2017 年 9月増刊号
2017.09.25 発行
第 25 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

2018 秋号（第 26号）
2018.09.25 発行
特集
協同組合間協同、そしてその「先」
争論
協同組合間協同の新段階

2018 冬号（第 27号）
2018.12.25 発行
特集
事業体と持続可能社会への模索
争論
人口減少社会にどう立ち向かうのか


